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3Q 歩行者が横断中の事故件数を原付以上運転者（第1当事
者※）の法令違反別にみると、最も多い違反は次のうち
どれでしょう？
①安全不確認　②脇見運転　③歩行者妨害等

1Q 2018年の人対車両の事故件数を事故類型別にみると、
最も多いのは歩行者がどの状態でしょう？
①横断中　②背面通行中　③対面通行中

①信号機のある交差点　②信号機のない交差点

2Q 歩行者が横断中の事故件数を道路形状別にみると、7割
以上が交差点内で発生していますが、信号機のある交
差点と信号機のない交差点のどちらが多いでしょう？

※第１当事者＝事故当事者のうち最も過失の重い者。過失が同程度の場合は、被害が最も軽い者
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＜解説＞　
2018年の歩行者が横断中の事故件数を原付以上運転者

（第１当事者）の法令違反別にみると、違反で最も多いの
は「歩行者妨害等」で全違反（２万5250 件）の41.4％
を占めている。これは、横断歩道に歩行者がいるにもかか
わらず、クルマやバイクが歩行者を優先せずに通過してし
まう違反である。道路交通法では、横断歩道等を横断し、
または横断しようとする歩行者等がある時は、その手前で
一時停止し、その歩行者等の通行を妨げないようにしなけ
ればならないと規定している。これをドライバー・ライダー
は再認識する必要がある。特に、左折時は先行車がつくる
死角に横断してくる歩行者や自転車が隠れている場合もあ
るため、十分に注意してほしい。

3Q ③歩行者妨害等解答

①横断中1Q 解答

＜解説＞
2018年の人対車両の事故件数（4万8618件）を事故
類型別にみると、横断中が最も多く、56.4％を占めている。
さらに、横断中の事故の半数以上は横断歩道で起きている。
ドライバー・ライダーは道路を横断する（横断しようとし
ている）歩行者がいる場合、必ず横断歩道の手前で一時停
止して優先させなければならない。一方、歩行者は道路を
横断する際、スマートフォンなどを注視せずに、クルマや
バイクの動きに注意することが自分の身を事故から守るこ
とにつながる。

※文中のデータやグラフの出典はすべて警察庁資料

＜解説＞
2018年の歩行者が横断中の事故件数（2万7409件）を道路形状別にみると、73.3％が交差点内で発生し
ている。その内訳は信号機のある交差点（57.5％）が、信号機のない交差点（42.5％）を上回っている。信
号機のある交差点（歩車分離式除く）においては、歩行者が横断している時に右左折する車両も交差点内に進
入してくるため、事故が起こる可能性がある。また、歩行者は赤信号になってから横断を始める場合もあるため、
ドライバー・ライダーは歩行者用信号機が青の時はもちろん、赤の時も横断しようとする歩行者や自転車がい
ないか、大きく顔を動かすなどして周囲の状況を確認することが事故防止につながる。

2Q ①信号機のある交差点解答
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